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 子供の体力・運動能力は、昭和 60年頃がピークといわれている。平成 30年度全国体力・
運動能力、運動習慣等調査結果（スポーツ庁, 2019）によれば、小学 5年生の体力合計点の
推移は男子が横ばい、女子は向上傾向にあり、女子については平成 20年度以降で最高値と
なった。しかし、小学 5 年生の反復横とび及び中学 2 年生男子の 50ｍ走を除けば、依然と
して児童生徒の半数以上が昭和 60 年度の平均値を下回っている。なかでもボール投げは、





ル, 1981）やいくつかのパターンに分類したもの（宮丸, 1980）（中村, 2011a）等が散見され
る。これらを参考にすれば、現代の子供たちの相当数が投球動作の運動経験が乏しく、十分




















































































図 1 シャトル合戦のコートの略図 
 
図 1 シャトル合戦のコートの略図 
 













また、キャッチ数＊は 61.8±8.7 回であった。2 時間目の導入時では、前時の復習として約 4
分間のスロー＆キャッチ（3ｍ）を行った。クラス全員のスロー数は 27.1±5.7 回であった。
キャッチ数＊は 26.8±5.7 回であった。同様に、3時間目と 4 時間目の導入時においても、約
4～5 分間のスロー＆キャッチ（3～4ｍ）を行った。前者におけるクラス全員のスロー数は
23.3±3.5 回、キャッチ数＊は 23.3±3.4回であった。後者のスロー数は 27.6±3.7 回、キャッチ
数＊は 27.1±3.9回であった（＊ダイレクトキャッチ以外を含む）。これらの結果から、2年生が 2
人組でスロー＆キャッチを行った場合、3～5 分間だと 25～30 回程度、また 10～15 分だと
50～60 回程度の回数になることが推測される。そのような中で、教師は巡回しながら投球
及び捕球動作の修正指導を行うことが必要だと考えられる。 















スロー キャッチ スロー キャッチ スロー キャッチ スロー キャッチ
A 63 62 34 33 28 28 34 35
B 63 62 34 33 24 24 29 29
C 47 46 21 21 18 19 25 24
D 46 45 20 21 19 19 25 24
E 64 64 34 33 28 28 24 24
F 65 64 34 33 24 24 24 23
G 61 60 32 32 24 24 30 30
H 60 59 29 29 21 21 27 27
I 72 71 33 34 28 28 35 34
J 71 71 23 23 24 24 29 29
K 54 53 20 19 19 18 25 24
L 54 53 21 20 19 20 見学 見学
M 73 72 23 20 28 27 24 24
N 73 72 24 25 24 24 24 23
O 68 67 29 29 24 24 31 30
P 68 67 23 23 21 21 28 27
平均 62.6 61.8 27.1 26.8 23.3 23.3 27.6 27.1
標準偏差 8.6 8.7 5.7 5.7 3.5 3.4 3.7 3.9
1時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目
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（2） 各種ゲームでのシャトルのスロー回数 
 2 時間目は、＜的当てゲーム＞を 2 種類（約 14 分間、作戦時間を含む）と＜的入れゲー
ム＞（約 5分間）を行い、前者のスロー数は 18回（全員同数）であった。後者は 4回（全
員同数）であった。3 時間目は精度を高める＜的当てゲーム＞を 2 種類（約 23 分間、作戦
時間を含む）行った。ペットボトルに当てるゲームでのスロー数は 4回（全員同数）であっ


















た。一方、ソフトボール投げが 3 番目に低い M（女子）の 1 時間目から 4 時間目までの投
球動作は、体幹部の回転がほとんどなく前方を向いたままで、利き腕と同じ側の脚を踏み出
して投げるパターンが多かった。これらのことから、D と K及びMの 3名は投球動作が他
の児童よりも未熟な発達段階にあるものと考えられる。中村ら（2011b）の動作パターンで






 以下に、本授業の学習指導案を示す。授業は、平成 30年 11月 26日～12月 6日に実施さ
れた。 
 












































































































































 9  整列、挨拶 ・次時の学習について話す。
・安全に気をつけ、友だちと協力して









































































 4  スロー＆キャッチを行う。 ・ビブスを配付する。
　・２人組になる。
　・間隔は3mとする。
 5  的当てドリルを行う。
　・練習の方法を聞く。 ・練習の方法を説明する。
 6　的当てゲームを行う。 ・的を交換する。
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・結果を集計用紙に記入する。
 7  話し合いを行う。
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 8  作戦を考える。



































































































 7  作戦タイムを3分間とる。
25
分
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4年〇組30名（男子14 名 女子16 名）

























































































































































































































































































10  整列、挨拶 ・次時の学習について話す。
・安全に配慮しながら片付けをする
ように促す。


























































































































































































































































































































































































 3  前時の復習を行う。
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Abstract 
Practice of Play and Game Exercise Using a Badminton Shuttle in 
Physical Education Class for the Second Grade of Elementary School 
Kazuhiro Kishi 
The course of study of elementary school has been revised and will be fully implemented 
from the academic year 2020. In the domain of “Games” and “Ball Games” stipulated in 
the Physical Education section of the Course of Study proposed by the Ministry of 
Education, Culture, Sports, Science and Technology (2018), exercises related to 
badminton are exemplified for the first time. The purpose of this study is to obtain the 
basic data for examining the study program, including teaching materials, related to 
badminton that the author proposed; and the educational guidance plan. To do so, the 
author analyzed and reviewed the leading lesson practice of play and game exercises in 
physical education class for the second grade of elementary school. This paper reports on 
the behavior of throwing motion by children (i.e., the number of throwing and catching a 
shuttle and movement form). This study also presents a plan of study guidance for play 
and game exercises related to badminton, from lower to upper grades of elementary 
school by considering the study guideline of middle grades shown as an attachment. 
 
 
